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学生実習いまむかし
学生教育を主体的に考え差配するような立場になっ
て約 7年になる．それまでは 4年生に対して，決めら
れたコマ数の講義をこなして，試験問題を作成・採点
し，5～6年生については自身のチームに配属された学
生に対して，手術や回診で実際の症例・状況に関する
場当たり的な解説をしていただけだった．診療・研究・
教育は大学教員の 3本柱とされているが，正直，当時
の私は教育に割くエフォートや熱量が少なかったと思
う．
もともと自身の学生時代を思い返しても，外科実習
についてよい思い出はあまりない．指導者はたいてい忙しく，あまりかまってもらえないし，手術
に入っても不自然な姿勢でいわゆる鉤引きをさせられるだけで，目の前で何が起こっているか説明
してもらえることはごくまれであった．術野を動かすなと言われても，持っている鉤の先端が見え
ないのに力の加減などわかるわけがない．手洗いするのは苦痛でしかなかったのである．
教育の面で自身が先頭に立つようになっても，当初は自分の経験から嫌だったことは学生にはし
ないという方針で，積極的には手洗いを勧めなかったり，術野に入ってもらってもあまり役割を与
えなかったりしていた．昔，実習の初期段階において，教員からは学生のやる気がどんなものなの
か，どれくらい課題を与えてよいのか，学生からは課外活動（部活やバイト）とのバランスをどう
とればよいかを知るべく，なんとなく「腹の探り合い」のようなやりとりがあったりしたものだが，
その感覚が残っていて，要は私のほうが変に遠慮していたのである．ただ，外科医不足の問題もあ
り，学生時代からどうやって外科に興味を持ってもらえるか，いろいろ考えるようになり，そのう
ち学生の中にはむしろ手洗いしたいと思っている者がそれなりに存在することがだんだんわかって
きた．腹腔鏡やロボットによる手術が増えて，手術に直接参加する機会が少なくなったのが関係し
ているのかもしれない．
昔のやり方はもちろんよくないので，今何を目指し，何をやっているのか，できるだけ意識的に
言葉にするようにしたら，質問も返ってきて反応もよい．何よりも生の臓器を触るだけでも学生に
は新鮮なようだ．確かに，正常な肝移植ドナーの肝臓と肝硬変でカチカチになったレシピエントの
肝臓を比べればその違いは“一触瞭然”である．幽門輪も，何故 ring と呼ばれるのか，触れば一
瞬で理解できる．郭清した後の動脈をなぞるように触らせると，「生きた血管にこれほど接近（？）
したのは初めて」とか「もしかしたら私の体にも大動脈が走り，腹腔動脈が分岐しているのかもし
れない」というような謎の感想もあった．そういうリアクションがおもしろくて，できるだけあち
こち触ってもらうようにしている．また，コロナ禍で一時的に中止していた予診を再開したら，こ
れも非常に好評である．時間の関係で外来 1回あたり 1症例と決めているが，学生同士で取り合い
になっているらしい．皮下縫合をやれるとなれば，途中で休憩もせず最後まで付き合ってくれる学
生もいて，能動的に手と頭を動かすことに飢えている学生がけっこう多いようである．昭和世代の
私には受け入れがたいコスパとかタイパなどの言葉が流行るような Z世代のことは理解不能と勝手
に思い込んでいたが，球は投げてみるものである．打ち返されてきたら，あるいは反応がイマイチ
だとしても，また別の球を投げればよいのだろう．ある意味，「腹の探り合い」は今も昔も同じなの
かもしれない．
� （長谷川　潔）
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